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鑑三「聯盟と暗黒」1919 年、『聖書之研究』226 号、『内村鑑三全集 24』553 ページ）と述べて批判
している。 



















































   なお内村による近代批判の問題性については、主として近藤勝彦『デモクラシーの神学思想 自由
の伝統とプロテスタンティズム』（教文館、2000）第Ⅲ部第二章、及び、澁谷浩『近代思想史における
内村鑑三』（新地書房、1988）第６章、第７章を参考とした。 









































(40) 前掲「伝道の書 研究と解釈」『全集22』44ページ。 
(41) 社会的事業、今で言うチャリティなどを含む。 






























(58) 木村清松（きむら せいまつ）1874～1958、日本組合教会の教師。 
(59) 中田重治（なかた じゅうじ）1870～1939、東洋宣教会ホーリネス教会監督。尚、同派の聖書学院は
柏木にあり、内村の居宅と近かった。 










(69) 内村「余がキリストの再臨に就て信ぜざる事共」1918 年、『聖書之研究』211 号、『全集 24』47～48
ページ。 
(70) 同上、48～49ページ。 
(71) 内村「天然的現象として見たる基督の再来」1918年、『聖書之研究』215号、『全集24』212ページ。 
(72) 内村「基督再臨を信ずるより来りし余の思想上の変化」1918年、『聖書之研究』221号、『全集24』385
～390ページ。 
(73) 内村「万物の復興」1918年、『聖書之研究』212号、『全集24』99ページ。 
(74) 内村「頌栄の辞」1918年、『聖書之研究』302号、『全集29』292～293ページ。 
(75) 内村「十字架の信仰」1919年『聖書之研究』225号、『全集24』、519ページ。 
アジア・キリスト教・多元性 
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〔付記〕本稿は、2004年２月に京都大学大学院文学研究科に提出した修士論文「近代批判者として見た内
村鑑三」を削減し、それに若干の加筆を施したものであることを付記致したい。 
 
（いわの・ゆうすけ 京都大学大学院文学研究科修士課程） 
 
